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2018年6月25日 2018年7月の注目イベント 
2018年6月22日 選別色が強まるアジア株式市場 

（No.3,068） 
〈マーケットレポートNo.6,081〉 

2018年6月29日 

2018年6月は「日本」、「中国」株式ファンドへ資金流入 
世界の「投信マネー」（2018年7月） 

（注1）EPFRグローバル：米国に本社を置く金融商品の調査会社。2018年
5月末現在32.6兆ドル規模の世界のファンドの資金フローデータを持つ。 

（注2）データは2016年1月～2018年6月。週次ベース。2016年1月からの 
           累計。 
（注3）「アジア」は日本、豪州、ニュージーランド、香港、シンガポール。 
（注4）「GEM」はGlobal Emerging Markets（世界の新興国市場全体に

投資するファンドの総称）。 
（注5）「EMアジア（新興アジア）」は中国、インド、韓国、台湾、インドネシア、 
           マレーシア、フィリピン、タイ、ベトナム、パキスタン、バングラデシュ。  
（出所）EPFRグローバルのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【主要地域別株式ファンドの資金フロー】 

【主要地域別債券ファンドの資金フロー】 

（億ドル） 

（億ドル） 

（年/月） 

（億ドル） 

 6月の株式ファンドフローは、株式全体で▲361億ドルと2016年

10月以来の流出超となりました。内訳は先進国が2カ月ぶりの

流出超（▲264億ドル）、新興国が2カ月連続の流出超

（▲97億ドル）です。先進国、新興国がともに流出超となった

のは2016年6月以来2年ぶりです。 

 先進国の内訳を見ると「欧州」が▲131億ドル、「北米」が

▲102億ドル、「グローバル」が▲71億ドルでした。「アジア(注3) 」

は40億ドルの流入超（「日本」が＋42億ドル、他の地域が

▲2億ドル）となりました。新興国の内訳を見ると、新興国全体

に投資する「GEM(注4)」が▲116億ドルと2カ月連続の流出超で

した。ただ、「EMアジア(注5)」は+24億ドルと前月の＋3億ドルより

増加し、8カ月連続の流入超となりました。 

 「EMアジア」のけん引役は「中国」です。「中国」は2017年11月

以降流入超が継続しています。中国株式市場は米中貿易摩擦

懸念から調整色を強めていますが、アリババやテンセントなど中国

国内の需要を取り込む情報技術セクターは総じて堅調に推移し

ています。こうしたハイテク分野を組み入れたファンドへの資金流

入が継続している可能性があります。 

株式ファンドは「日本」と「中国」が流入超 

 債券ファンドは▲108億ドル（前月▲4億ドル）と2カ月連続の

流出超となりました。内訳は先進国が▲27億ドル、新興国が

▲81億ドルでした。先進国は「北米」が＋50億ドル（前月

＋82億ドル）と流入超が継続した一方、「欧州」が▲38億ドル

（前月▲13億ドル）と2カ月連続、「グローバル」が▲30億ドル

（同▲32億ドル）と3カ月連続で流出超となりました。 

 一方、新興国は「GEM」が▲54億ドル（前月▲21億ドル）、

「EMアジア」も▲24億ドル（同▲17億ドル）と2カ月連続で流

出超となりました。 

債券ファンドは2カ月連続の流出超 

（年/月） 

※個別銘柄に言及していますが、当該銘柄を推奨するものではありません。 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news180622as2.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news180625gl.html

